


条間３０×株間２０ｃｍ（23.5個体/㎡）

条間３０×株間３０ｃｍ（15.7個体/㎡）

条間４５×株間２０ｃｍ（17.6個体/㎡）

その他（慣行・疎播）
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大豆の着さや数×百粒重と
収量の関係
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1.5千円の差

各播種様式の雑草量
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【収量】１５％増収!!
340kg/10a 300kg/10a

10a当たりのコストと粗収益の差

(問い合わせ先）
鳥取県農業試験場 作物研究室
TEL 0857(53)0721

※本書から転載複製する場合には必ず
農業試験場の許可を受けてください。

数量払いの交付金も約8千円UP!
（2014年現在）
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【5月下～6月上旬の早播】

【7月上～下旬の晩播】
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条間４５×株間２０ｃｍ（17.6個体/㎡）

その他（慣行・疎播）
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【主茎長と倒伏程度の関係】

※ 「◎」は、5月～6月上播の早播を示す。

【播種時期と収量の関係】

早播は、徒長して
倒伏しやすい。

6月下～7月上旬播で
収量安定。

(問い合わせ先）
鳥取県農業試験場 作物研究室
TEL 0857(53)0721

※本書から転載複製する場合には必ず
農業試験場の許可を受けてください。

※ 条間30cm×株間20cmの収量平均。
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早播 晩播厳しい
倒伏!!

過繁茂
減収!!


